



































































































































































































































































年度 総数 日帰客 宿泊客 日帰客の比率 道外客の比率
1985 199 184 15 92 16
1990 331 299 32 90 22
1995 562 508 54 90 26
2000 859 780 79 91 27
2001 893 816 78 91 27
2002 848 773 74 91 28
2005 756 685 71 91 29



























































































1897（明30） 1907（明40） 1920（大９） 1940（昭15） 1960（昭35） 1980（昭55） 2005（平17）
小樽市 5 9 11 16 20 18 14
札幌市 4 7 10 21 52 140 188





1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年























中心市街地 年間販売額 866 644 475
店舗数 764 693 601
市全体 年間販売額 1,848 1,743 1,410
店舗数 1,960 1,812 1,502
（出所）小樽市『小樽市中心市街地活性化基本計画』，小樽市『小樽市統計書』，『読売新聞』2009年８月13日より作成。
写真４　サンモール一番街の様子
（注）左側の空き店舗が閉鎖した丸井今井デパート
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行者を激減させた大きな原因である。小樽市中活基本計画も，「近隣都市への百貨店や郊外型大型ショッ
ピングセンター等の相次ぐ出店など買物客の流出要因があったこと」を中心市街地における歩行者の減少
要因として指摘している（11頁）。
中心市街地の小売業の年間販売額の急激な落ち込みと店舗数の減少の結果，中心商店街の空き店舗が著
しく増加した。2002年３月の50店舗（空き店舗率7.2％）から2007年３月には67店舗（空き店舗率11.1％）
に増加した10。
現在，小樽市中活基本計画のなかで，中心商店街と言えそうなところは，都通り商店街，サンモール一
番街，花園銀座商店街の３つである。その内，花園銀座商店街が最も寂れており，歩行者も少なく，空き
店舗が目立ち，小樽駅から離れるに従って多くなっている。サンモール一番街も，丸井今井小樽支店が閉
鎖し，小樽グランドホテルも閉鎖して，歩行者もまばらな状況である（写真４参照）。近くの店は，丸井
今井が閉鎖してから客が激減したと嘆いている。都通り商店街だけは人通りがかなりあり，空き店舗も少
なく，明るさが感じられる。しかしながら，都通りには大規模店舗も，娯楽施設というにふさわしいもの
もなく，小樽の繁華街と言うにはやや物足りない。また，都通りの元気さをもってしても，往時の小樽市
中心街の賑わいにはまったく及ばない。
Ⅳ　中心市街地の活性化の取り組み
１　中活基本計画以前の取り組み
小樽では，中心市街地活性化が叫ばれる以前から中心街の再生の取り組みが行われてきた。昭和30年代
から商店街の改造が行われ，1966年に都通り商店街が小樽で初めて本格的アーケードを建設した。また，
78年にカラー舗装にし，93年にアーケードの大改修を行った。さらに，花園銀座街では，58年に，市内で
始めての水銀灯街路灯を設置した。
市街地再開発事業も行われた。1968年に小樽駅前地区市街地再開発事業の核となる「ショッピングセン
ター・サンポート」（地下１階，地上７階建て延べ床面積２万7,600m2）の建設が始まった。この「ショッ
ピングセンター・サンポート」は75年４月に完成し，地下１階から地上３階までスーパーの「長崎屋」が
小樽支店として入居し，既存２百貨店の売り場面積に匹敵した。開店１ヶ月で，市内人口を10万人上回る
30万人が来店した。売上も順調であり，小樽の商店街に大きな衝撃を与えた。
こうした駅前の再開発事業は，中心商店街の再開発を刺激し，サンモール一番街でも，再開発が議論さ
れた。この時期は，この商店街には，まだ２つの百貨店「丸井今井小樽支店」と「ニューギンザ」があり，
これらが一体となって一種のショッピングセンターの役割を果たし，小樽市民や後志地域の人々のショッ
ピングのメッカであり，小樽のまちの中心であった。しかし，消費が札幌市内の大型店や小樽駅前の長崎
屋に流出するなかで，商店街を再開発すべきだとの声が高まった。
1982年に再開発準備組合が設立され，長期の議論の末，ニューギンザと旧北海ホテルを解体して，その
跡地に丸井今井の百貨店と北海ホテル（後に小樽グランドホテル）を含む地下１階地上12階（Ａ棟），さ
らに市道を挟んだ丸井今井小樽支店の跡地に地下１階地上４階（Ｂ棟）を建設することとなった。百貨店
「丸井今井」の合計店舗面積は１万1,500m2，テナント部分は合計3,000m2であった。
1990年９月にＡ棟が完成し，サンモール一番街の開閉式アーケードも完成した。かくして，都市型デパ
ートを備えた新商店街としてのサンモール一番街が誕生した。翌年にＢ棟も完成した。その結果，サンモ
ール一番街，および近隣の都通り商店街，花園商店街など，中心商店街の歩行者通行量が著しく増加し
10	 小樽市，前掲書『小樽市中心市街地活性化基本計画』11～12頁参照。
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た11。
しかし，1999年には，先述のように，郊外の築港地区にショッピングモールができて，顧客を取られた。
その結果，2005年10月には，再開発事業で新装オープンした丸井今井小樽支店が閉鎖に追い込まれてし
まった。サンモール一番街は現在も大きな空洞が開いた状況であり，閑散としている。また，再開発で新
装オープンした小樽グランドホテルも，2009年２月に閉館に追い込まれた。その結果，2005年11月に丸井
今井の跡に暫定的に営業した「おたるサンモール・ネオ」（小売店の集合体）も2009年３月に閉店した。
かくして，建設費約130億円をかけた再開発ビルは完全に破綻した。
なお，1976年にも，駅前地区市街地再開発事業が行われ，ホテルを含む再開発ビルが完成したが，その
１階には小樽市の公共プラザが設けられた。この再開発ビルも，後に閉鎖を余儀なくされてしまった。
２　新中活基本計画の取り組み
中心市街地の衰退が進行するなかで，まちづくり３法に基づき，小樽市は旧中心市街地活性化基本計画
によって，2003年度に都通り商店街のアーケードのリニューアル，花園銀座商店街の歩道整備などを行っ
た。しかし，政府は全国的に旧中活基本計画を途中で取り止め，「新まちづくり３法」に基づく中心市街
地活性化基本計画を推進することに方針を転換した。
そこで，小樽市は新中活基本計画を作成し，2008年７月に政府から認可された。そこには，次の３つの
目標が掲げられた。すなわち，①回遊性を高めることによる，まちなかのにぎわいの創出。②居住環境の
整備等による，まちなか居住の促進。③宿泊滞在型観光への転換による，まちなかでの宿泊の促進，であ
る。
計画期間は平成20年７月～25年３月までの４年９ヶ月間であり，次のような数値目標が示された。①中
心市街地の歩行者通行量を平成19年度29,627人から24年度31,700人に増大させること，②中心市街地の居
住人口を平成19年度14,455人から24年度15,000人に増大させること，③中心市街地の宿泊客数を平成19年
度438,846人から24年度455,000人に増大させること，である。
なお，具体的な事業計画としては，駅前第３ビル周辺地区第１種市街地再開発事業を新中活基本計画の
「認定と連携した特別措置に関連する事業」として，１つの目玉としている。また，中心商店街の活性化
等を狙ったイベントの支援事業なども盛り込んだ。
駅前第３ビル再開発事業では，1976年に完成した「駅前第３ビル」の約６割の床面積を占めるホテルが
2002年５月に閉鎖を余儀なくされた。そのため，その跡の再開発が検討されてきた。新たに計画された「サ
ンビル」の総工事費は約65億円で，形式的には小樽市が約14億円の補助を行ったが，実質的には国が約7.5
億円補助し，市が約6.5億円補助したという。2009年，駅前交差点の左角に地上17階，地下１階の再開発
ビル「サンビル」として完成し，営業を始めた。なかには，247室を備えた温泉付きホテル，117戸のマン
ション，店舗，銀行などが入居している。
小樽市は「小樽駅前という立地条件を活かし，商業・住宅・宿泊機能を併せ持った複合商業ビルを建設
することにより，中心市街地の定住人口の増加やまちなか居住の促進を図り，中心市街地の活性化に寄与
する。」として，公的補助を行った。サンビルの経営を，第三セクターではなく，民間の経営としたこと
は適切な判断であった。佐賀市，津山市，青森市などの事例からみても，第三セクターの再開発ビルは必
ずといっていいほど失敗し，多額の追加の税金投入が行われているからである。
しかし，この駅前ビル再開発事業には次のような疑問点もある。①立地条件のよいこの場所に民間のビ
ルを建てることに，14億円もの税金を投入する必要があったのか，純粋に民間で可能であったのではない
11	 小樽市，前掲書『小樽市史』第10巻433～439頁参照。
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かという疑問がある。
②サンビルの向かい側には，総合スーパーの長崎屋があり，たいていの日用品の購入はここで間に合う。
中心商店街の花園銀座商店，サンモール商店街はかなり離れている。都通り商店街はそれほど離れていな
いが，長崎屋よりも遠い。そのため，マンションを含むこのビルの建造が中心商店街や中心市街地の活性
化に大きく貢献するのか疑問がある。また，小樽近辺には知名度のある温泉地があるので，駅前に豪華な
温泉ホテルを建造しても，営業がうまくいくのか疑問である。
③サンビルは，第三セクターではないので，仮に破綻しても，市が税金の投入をしなければならない法
的根拠はない。しかし，サンビルの建設の時のように，再開発と称して，国民や市民の税金が改めて投入
されることは今後ないのであろうか。
なお，小樽市の新中活基本計画は，中心市街地の地価について，基準地価でみて，1998年から2007年で
３分の１に下落しており，地価下落が税収減少の主な要因となっているので，中心市街での居住を回復す
ることが，地価下落を抑えるために必要であるとしている12。しかしながら，中心市街地の地価が高いこ
とが，市民や店舗が郊外に流出する大きな原因の１つになっているのであるから，税収の減少を理由にま
ちなか居住を推進して地価を上昇させようとすることは，市民の視点に立ったまちづくりとは言えない。
中心市街地の地価を抑制し，安価な住宅，安価な駐車場を可能とするような行政の姿勢が求められる。
小樽市が中心街を活性化させようと努力していることは間違いないであろう。しかし，「市のやること
は全て無残な結果に終わっている。中心市街地を潰したのも，旧マイカルが潰れたのも，市の二兎を追っ
た商業政策の破綻を示している。」という商店主の声がある13。この指摘のように，小樽市にも問題がある。
だが，この商店主の批判は，まちづくり３法を実施した政府の重大な誤りをも指摘している。
むすびにかえて
まちづくり３法，すなわち大店立地法よってショッピングモールなどの郊外型大規模店舗の創設を野放
しにしたこと，また旧中心市街地活性化法によって政府・関係省庁が大規模店舗を郊外に誘導したこと，
これらが全国の中心市街地の空洞化を激化させたことは明白になりつつあるが，小樽市でも同様のことが
確認できる。
たしかに，戦中・戦後を通じて，小樽経済は，札幌と比較すれば，大きく地盤沈下した。このことが小
樽の中心街を衰退させた要因の一つであることは否めない。しかし，現在の中心市街地の激しい空洞化は，
上に指摘した要因によるところが大きい。
政府や行政が郊外型大規模店舗に規制を加え，中心市街地に人々が集まるような施策を実行することが
必要である。この点では，特に大規模店舗立地法を早期に廃止もしくは改正することが必要である。
また，いまの小樽の中心市街地では，新まちづくり３法が促しているまちなかマンションが高層で多数
建造され，まちの眺望が悪くなり，小樽のまちの情緒がなくなりつつある。政府・関連省庁は，全国一律
のまちづくり政策を止めるべきであるし，地方の側も政府の政策に踊らされてはならない。市民，商業者，
行政が自らのまちの在り方を話し合い，連携して，小樽の街並み，文化の保存に努め，市民が豊かに安全
に生活でき，観光客も楽しめる個性あふれるまちづくりをすることが求められる。
なお，地方都市の中心市街地の崩壊は地方の崩壊の大きな原因であるにもかかわらず，郵政民営化，規
制緩和，市場主義を強く批判する民主党を中心とする新政権が，ショッピングモールなどの郊外型大規模
店舗の乱立を許す大店立地法を黙認していることについて大きな疑問がある。
12	 小樽市，前掲書『小樽市中心市街地活性化基本計画』16頁参照。
13	 『小樽ジャーナル』2009年１月15日。
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末尾になったが，以下のことを指摘しておきたい。小樽のまちづくりが注目に値するのは間違いない。
市民が小樽市など行政に反対して運河を残し，そのことがいまの小樽の観光の基礎になり，運河や歴史的
遺産を活かしたまちづくりが行われているからである。ただし，本論で言及したように，現在の小樽市の
まちづくりには課題も少なくない。
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